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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第４区分
【発行日】平成21年4月16日(2009.4.16)

【公開番号】特開2007-265590(P2007-265590A)
【公開日】平成19年10月11日(2007.10.11)
【年通号数】公開・登録公報2007-039
【出願番号】特願2006-105757(P2006-105757)
【国際特許分類】
   Ｇ１１Ｂ   7/085    (2006.01)
   Ｇ１１Ｂ   7/004    (2006.01)
   Ｇ１１Ｂ  19/12     (2006.01)
   Ｇ１１Ｂ   7/09     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ１１Ｂ   7/085   　　　Ｂ
   Ｇ１１Ｂ   7/004   　　　Ｃ
   Ｇ１１Ｂ  19/12    １００Ｙ
   Ｇ１１Ｂ   7/09    　　　Ｂ

【手続補正書】
【提出日】平成21年2月26日(2009.2.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　異なった種類のディスクを記録又は再生可能な光ディスク装置において、
　ディスクに対物レンズを介してレーザ光を照射する光ピックアップと、
　前記対物レンズをフォーカス方向に移動するアクチュエータと、
　前記ディスクからの反射光によってフォーカス状態を検出するフォーカス検出用受光手
段と、
　前記フォーカス検出用受光手段より生成されるフォーカス誤差信号の振幅を測定するＦ
Ｅ信号測定手段と、
　前記ＦＥ信号測定手段で測定した振幅から前記ディスクを判別するディスク判別手段と
を備え、前記アクチュエータ駆動手段により前記対物レンズを前記ディスクに近づけてい
き、前記ディスクの信号面にレーザ光の焦点が合う位置の前後でフォーカス誤差信号を発
生させ、前記ディスク判別手段を、前記フォーカス誤差信号の振幅の最大値をＦＥｍａｘ
、最小値をＦＥｍｉｎ、フォーカス和信号の振幅の最大値をＦＳｍａｘとした時に、（Ｆ
Ｅｍａｘ－ＦＥｍｉｎ）／ＦＳｍａｘに基づいて前記ディスクの基板厚の判別を行うよう
構成した光ディスク装置。
【請求項２】
　ディスクの種類を判別するに際し、
　ディスクにレーザ光を照射しながら対物レンズを移動させる第１ステップと、
　前記第１ステップ中にフォーカス誤差信号の振幅を測定し、前記フォーカス誤差信号の
最大値ＦＥｍａｘと最小値ＦＥｍｉｎならびにフォーカス和信号の振幅の最大値をＦＳｍ
ａｘを計測する第２ステップと、
　“（ＦＥｍａｘ－ＦＥｍｉｎ）／ＦＳｍａｘ”を判別値と比較して前記ディスクの種類
を判別する第３ステップとを有する光ディスク判別方法。
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【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２１】
　本発明の請求項１記載の光ディスク装置は、異なった種類のディスクを記録又は再生可
能な光ディスク装置において、ディスクに対物レンズを介してレーザ光を照射する光ピッ
クアップと、前記対物レンズをフォーカス方向に移動するアクチュエータと、前記ディス
クからの反射光によってフォーカス状態を検出するフォーカス検出用受光手段と、前記フ
ォーカス検出用受光手段より生成されるフォーカス誤差信号の振幅を測定するＦＥ信号測
定手段と、前記ＦＥ信号測定手段で測定した振幅から前記ディスクを判別するディスク判
別手段とを備え、前記アクチュエータ駆動手段により前記対物レンズを前記ディスクに近
づけていき、前記ディスクの信号面にレーザ光の焦点が合う位置の前後でフォーカス誤差
信号を発生させ、前記ディスク判別手段を、前記フォーカス誤差信号の振幅の最大値をＦ
Ｅｍａｘ、最小値をＦＥｍｉｎ、フォーカス和信号の振幅の最大値をＦＳｍａｘとした時
に、（ＦＥｍａｘ－ＦＥｍｉｎ）／ＦＳｍａｘに基づいて前記ディスクの基板厚の判別を
行うよう構成したことを特徴とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２５】
　本発明の請求項２記載の光ディスク判別方法は、ディスクの種類を判別するに際し、デ
ィスクにレーザ光を照射しながら対物レンズを移動させる第１ステップと、前記第１ステ
ップ中にフォーカス誤差信号の振幅を測定し、前記フォーカス誤差信号の最大値ＦＥｍａ
ｘと最小値ＦＥｍｉｎならびにフォーカス和信号の振幅の最大値をＦＳｍａｘを計測する
第２ステップと、“（ＦＥｍａｘ－ＦＥｍｉｎ）／ＦＳｍａｘ”を判別値と比較して前記
ディスクの種類を判別する第３ステップとを有することを特徴とする。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】削除
【補正の内容】
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【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２２
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２４
【補正方法】削除
【補正の内容】
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